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広報ああず 2000 3月号

保険制鹿が始まります
必要になった人や日常生活に支援ガ、

必要な人をみんなで支え合う制度です~

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
る
わ
が
国
で
は
、
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
が
急
速
に
増
え
、
介
護
す
る
人
の
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
働
き
に
出
る
女
性
も
増
え
る
な
ど
、
家
族
だ

け
で
介
護
す
る
乙
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
介
護

を
社
会
全
体
で
支
え
る
「
介
護
保
険
制
度
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
祉
と
医
療
に
分
か
れ
、
利

用
し
に
く
か
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
総
合
的
に
受
け

5
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
と

の
関
係
も
分
か
り
ゃ
す
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
。
そ
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

級協
第

号
被
保
険
者

防
歳
以
上
の
人

れ 護 原
7こ が 因
人必を

要問 侍一一
と わ
認す
め
り介

市
役
所
に
納
め
ま
す
。

(
原
則
と
し
て
年
金

か
ら
の
天
引
き
)

《
第

2
号
被
保
険
者
》

何
歳
以
上
白
歳
未
満
の

医
療
保
険
加
入
者

↑
 

初
老
期
痴
呆
や
脳
卒
中
な
ど

の
老
化
に
伴
う
病
気
が
原
因

で
、
介
護
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
人

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
料

に
上
乗
せ
し
た
一
つ
の
保
険

料

(
国
民
健
康
保
険
の
人
は

国
民
健
康
保
険
税
)
と
し
て

納
め
ま
す
。

介
護
保
険
で
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

|
在
宅
サ
ー
ビ
ス
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0
家
庭
を
訪
問
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

-
訪
問
介
護
(
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)
・
訪
問
入
浴
介
護

・
訪
問
看

護

・

訪

問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

・
居
宅
療
養
管
理
指
導

O
施
設
を
利
用
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

-
通
所
介
護
(
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

日
帰
り
介
護
)

・
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
(
デ
イ
ケ
ア
)

・
短
期
入
所
生
活
介
護
(
シ
ョ

ー
ト
ス
テ
イ
)

・
短
期
入
所
療
養
介
護
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

O
福
祉
用
具
や
住
宅
改
修
な
ど

・
福
祉
用
具
の
貸
与
・
福
祉
用
具
の
購
入
費
の
支
給

.
住
宅
改
修
費
の
支
給

O
そ
の
他

-
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
(
要
介
護
者
の
み
)

痴
呆
性
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成

※
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
利
用
で
き

る
上
限
額
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。

※
被
保
険
者
の
上
限
額
の
範
囲
内
で
自
由
に
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

施
設
サ

ー
ビ
ス

O
介
護
老
人
福
祉
施
設

(特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
)

O
介
護
老
人
保
健
施
設

O
介
護
療
養
型
医
療
施
設

※
要
介
護
認
定
で
要
支
援
と
さ
れ
た
人
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

利
用
者
負
担
は
費
用
の

一
割
で
す

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
に

か
か

っ
た
費
用
の
一
割
を
支
払

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
食
費
も
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2 
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広報おおず 2000 3月号

4月1目かS介寵
~介護保険は介護ガ

関機鱗機議麹灘機綴議鰯
介護サービスを利用するには、“介護が必要な状態であるかどうか"につい

て、認定を受けることが必要です。この手続きを 『要介護認定Jといいます。

@ [利用者(被保険者)

訪問調査

調査員が訪問し、申請者の心身の状態などを調

査します。

書き取ってきた注意事項

申請は本人や家族が行うほか、

専門の事業所などに依頼して行

うこともできます。

主治医意見書

主治医からの病気の状態などを医学的

介護認定審査会による審査判定

コンビュータによる判定結果や主治医の意見書、調査

の際書き取ってきた注意事項などをもとに、どのくらい

介護を必要とするか (要介護度)が決められます。

認定

O要支援…介護の必要はないが、 日常生活に
支援を要する状態

0要介護 1.一部分的介護を要する状態

。要介護2.一軽度の介護を要する状態

0要介護3…中等度の介護を要する状態

。要介護4…重度の介護を要する状態

0要介護5.最重度の介護を要する状態

t 

非該当

介護保険のサービスは利用でき

ません。

サービス計画の作成

介護支援専門員に相談すると、 自分の希望
や心身の状態、家庭の状況にあった総合的な
介護サービス計画を作成してもらえます。作
成料は無料です。

サービス計画の作成は義務ではありません
が、作成しない場合は、サービスの利用にあたっ
て費用の全額を一旦支払う必要があります。



んさ樹勇宮一一るベ述を辞答
ロ企

式
辞
に
立
っ
た
桝
田
市
長
は
、
次

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
成
人
式
は
、
人
生
の
一
つ
の
節

目
で
あ
り
、
自
他
共
に
認
識
さ
れ
た

大
人
と
し
て
の
新
し
い
旅
立
ち
の
と

き
で
す
。
二
十
歳
を
境
に
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

る
の
を
は
じ
め
、
社
会
的
に
諸
々
の

権
利
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

に
伴
う
責
任
と
義
務
が
課
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
・
:
心
身
を
錬
磨

し
、
自
分
と
い
う
存
在
を
し
っ
か
り

と
み
つ
め
な
が
ら
、
広
い
視
野
で
物

事
の
本
質
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き

る
「
目
」
と
「
力
」
を
養
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
何
事
に
も
、
主
体
的
、

積
極
的
に
、
そ
し
て
真
撃
に
取
り
組

ま
れ
、
自
ら
の
手
で
人
生
を
切
り
開

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
若
さ
」
と
い
う
力
は
、
何
物
に
も

代
え
が
た
い
財
産
で
す
。
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
、
目
前
に
迫
っ
た
二
十
一

世
紀
の
た
め
に
力
強
く
発
揮
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。
」

こ
れ
に
対
し
て
、
新
成
人
を
代
表

し
て
平
野
地
区
の
二
宮
勇
樹
さ
ん
が

祝

成

人

晴
お
や
か
に
四
百
三
十
圃圃圃圃圃

人

一
月
十
日
成
人
の
日
、
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
で
第
五
十
二
回

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
四
百
三
十
一
人
の

該
当
者
の
う
ち
三
百
三
十
人
が
出
席
し
、
決
意
を
新
た
に
大
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

力
強
く
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

「
西
暦
二

0
0
0
年
の
新
春
を
迎
え
、

私
た
ち
が
こ
の
世
に
生
を
受
け
、
幼

少
よ
り
時
を
刻
ん
で
く
れ
た
二
十
世

紀
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
と
大
切
な

教
訓
を
残
し
て
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
・
:
今
日
ま
で
私
た
ち
は
、

両
親
や
家
族
、
そ
し
て
地
域
の
人
た

ち
の
温
か
い
目
に
見
守
ら
れ
て
、
水

と
緑
に
恵
ま
れ
た
風
光
明
娼
な
こ
の

大
洲
の
地
に
育
て
ら
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
洲
市
民
と

し
て
先
人
の
方
々
が
残
し
て
こ
ら
れ

た
、
こ
の
美
し
い
郷
土
を
守
り
な
が

ら
、
二
十
一
世
紀
の
創
造
に
向
け
て
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
:
・
成
人
式
と
い
う
節
目

の
日
を
迎
え
た
こ
と
の
意
義
を
深
く

噛
み
締
め
、
今
後
は
無
責
任
な
扇
動

に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
広
い
視

野
か
ら
物
事
を
正
し
く
、
冷
静
に
判

断
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
そ
し
て
人

生
に
誇
り
と
責
任
を
も
っ
て
、
更
な

る
精
進
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
・
:
」

式
典
で
は
、
成
人
代
表
者
に
記
念

品
・
花
束
な
ど
の
贈
呈
も
行
わ
れ
、

最
後
に
参
加
者
全
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
に
分
か
れ
て
記
念
写
真
を
撮

影
し
ま
し
た
。

4 

新
成
人
、
ガ
生
ま
れ
た

昭
和
日
年
度
の
出
来
事

{
大
洲
市
内
】

4
月
1
日

住
民
基
本
台
帳
事
務
電
算
化

7
月
1
日

国
道

1
9
7
号
大
洲
西
バ
イ
パ
ス

工
事
着
工

ロ
月
却
日

臥
龍
山
荘
整
備
事
業
完
了

2
月
却
日

上
須
戒
小
学
校
校
舎
落
成

3
月
日
日

粟
津
小
学
校
校
舎
落
成

【
国
内
外
】

V
元
号
法
成
立
(
一
世
二
冗
で
内
閣

が
元
号
を
制
定
)

V
東
京
サ
ミ
ッ
ト

開
催
V
圏
内
で
の
真
空
管
生
産
終
結

V
第
1
回
東
京
国
際
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

(
世
界
初
の
公
式
女
子
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
)

V
木
曽
御
岳
山
が
爆
発
V
東
京

お
区
で
自
動
車
電
話
始
ま
る
V
都
市

銀
行
6
行
が
オ
ン
ラ
イ
ン
提
携
開
始

【
社
会
・
話
題
な
ど
}

V
先
進
国
で
初
の
女
性
首
相
(
サ
ツ

チ
ャ

l
)
内
閣
成
立

V
W
H
O
天
然

痘
撲
滅
を
宣
言
V
朴
韓
国
大
統
領
が

暗
殺
さ
れ
る
V
ソ
ニ

l
ウ
ォ
ー
ク
マ

ン
発
売
V
イ
ン
ベ

l
ダ
l
ゲ
l
ム
大

流
行
V
映
画
/
地
獄
の
黙
示
録
・
銀

河
鉄
道

9
9
9
V
ヒ
ッ
ト
曲
/
ヤ
ン

グ
マ
ン
・
魅
せ
ら
れ
て
・
関
白
宣
言

V
流
行
語
/
天
中
殺
・
夕
暮
れ
族



ミ安建資欽~器袋ち鉱ぷ~器袋空整忍

新成人の皆さんヘ

義

ら
権利

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
二
十
歳
か
ら
は
、
法
律
的
に
も
社
会

二
十
歳
前
に
は
な
か
っ
た

的
に
も
大
人
と
し
て
み
な
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
権
利
や
義
務
が
増
え
て
き
ま
す
。
個
人
の
自
由

の
裁
量
も
増
え
ま
す
が
、
同
時
に
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て

の
自
覚
や
、
責
任
感
、
社
会
へ
の
参
加
も
求
め
ら
れ
て
く
る

の
で
す
。
政
治
へ
の
参
加
や
国
民
年
金
へ
の
加
入
な
ど
も
、

社
会
の
一
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
こ
と
の
一

つ
で
す
。

政

治

や

行

政

に

も

積
極
的
に
参
加
し
よ
う

選
挙
は
、
わ
た
し
た
ち
が
政
治
に

参
加
す
る
重
要
な
機
会
で
す
。
二
十

歳
に
な
っ
た
人
は
、
そ
の
選
挙
に
参

加
す
る
権
利
、
国
会
議
員
や
地
方
議

会
の
議
員
、
自
治
体
の
首
長
を
選
べ

る
「
選
挙
権
」
を
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。政

治
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
い
と

い
う
人
に
と
っ
て
も
、
税
金
や
福
祉
、

教
育
、
経
済
な
ど
、
政
治
は
身
近
な

暮
ら
し
と
権
利
に
直
接
か
か
わ
る
問

題
で
す
。
そ
こ
に
、
自
分
た
ち
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
の
代
表
者
を
選

ぶ
の
が
選
挙
で
す
か
ら
、
他
人
任
せ

で
は
い
け
ま
せ
ん
。

例
え
ば
「
こ
ん
な
制
度
が
あ
れ
ば

い
い
な
」
と
思
っ
た
と
き
、
願
う
だ

け
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で
、
実

現
す
る
た
め
に
は
、
そ
う
い
う
自
分

の
意
見
を
反
映
し
て
く
れ
る
候
補
者

に
一
票
を
投
じ
る
と
い
う
行
動
で
表

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
わ
た
し
た
ち

は
選
挙
を
通
し
て
、
ど
ん
な
社
会
に

し
て
い
き
た
い
か
、
自
分
の
意
思
を

託
す
一
票
を
権
利
と
し
て
与
え
ら
れ

て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
対
す
る

責
任
も
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

選
挙
が
行
わ
れ
る
と
き
は
、
選
挙

期
日
の

一
定
期
間
前
ま
で
に
公
的
機

関
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
、
そ
の
後
、

立
候
補
者
の
選
挙
運
動
な
ど
が
始
ま

り
ま
す
。
自
分
が
選
ぶ
政
党
や
候
補

者
の
施
策
、
考
え
方
な
ど
は
、
当
然
、

事
前
の
情
報
と
し
て
知
っ
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
期
間
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
政
見
放
送
や
新

聞
、
ビ
ラ
な
ど
各
メ
デ
ィ
ア
の
情
報

を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま

し
ょ
、
っ
。

親
の
世
代
の
老
後
を
支
え

自
分
の
老
後
に
備
え
る
た
め
に

日
本
に
住
む
二
十
歳
以
上
六
十
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金

へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
二
十
歳
を
迎
え
た
ば
か
り
の
皆

さ
ん
は
、
「
年
金
」
な
ん
て
ま
だ
ま

だ
先
の
話
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
は
、
若
い
世
代
に
と
っ
て
も

身
近
で
大
切
な
も
の
な
の
で
す
。

国
民
年
金
は
、
働
く
世
代
が
納
め

る
保
険
料
で
、
そ
の
親
の
世
代
の
生

活
を
支
え
、
自
分
た
ち
の
老
後
は
そ

の
子
ど
も
の
世
代
が
支
え
る
と
い
う

よ
う
に
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

に
よ
っ
て
成
り
立
つ
公
的
年
金
制
度

で
す
。
少
子
化
・
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
現
代
社
会
で
は
、
も
し
、
公
的

年
金
が
な
か
っ
た
ら
、
両
親
の
生
活

費
を
負
担
し
た
り
、
自
分
の
老
後
に

備
え
て
貯
蓄
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

今
よ
り
も
ず
っ
と
た
い
へ
ん
に
な
り

ま
す
。
公
的
年
金
制
度
は
、
そ
う
し

た
個
人
負
担
を
軽
く
し
、
子
ど
も
の

世
代
み
ん
な
で
親
の
世
代
を
扶
養
す

る
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の

で
す
。公

的
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
物
価

の
変
化
に
応
じ
て
年
金
額
が
改
定
さ

れ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
支
給
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
老
後
に

受
け
取
る
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、

加
入
期
間
中
に
病
気
や
け
が
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
は
障
害
年
金
、
加

入
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
残
さ
れ

た
妻
子
に
遺
族
年
金
と
し
て
支
給
さ

れ
る
仕
組
み
も
あ
り
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
家
族
の
安
心
を
守
る
柱
と
な
っ
て

い
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
、

市
民
課
国
民
年
金
係
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
学
生
や
フ
リ
l
タ
l
、
自

営
業
・
そ
の
配
偶
者
の
人
は
、
二
十

歳
に
な
っ
た
ら
自
分
で
、
加
入
手
続

き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
二
十
歳
前
に

就
職
し
、
職
場
の
厚
生
年
金
や
共
済

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
新
た

に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。
な
お
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め

て
い
な
い
と
、
将
来
、
自
分
が
受
け

取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

最
悪
の
場
合
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
所
得
の
な
い

人
に
は
、
そ
の
機
関
の
保
険
料
を
免

除
し
、
後
で
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
で

き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

包
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お
す
み
で
す
か
っ
・

税
の
申
a:. 
1:1 

期
限
は
三
月
十
五
日
で
す

市
県
民
税
の
申
告
は
、
皆
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資

料
と
な
り
ま
す
。
平
成
十
二
年
一
月

一
日
現
在
大
洲
市
に
住
所
の
あ
る
人

で
申
告
義
務
の
あ
る
人
は
、

三
月
十

五
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
に
必
要
な
も
の
】

①
所
得
金
額
の
計
算
で
き
る
帳
簿
記

録
な
ど

②
給
与
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源
泉
徴

収
票
」

③
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
個

人
年
金
保
険
料
・
損
害
保
険
料
の

領
収
書
又
は
証
明
書

④
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、

医
療
費
の
領
収
書
か
証
明
書

⑤
印
鑑
・
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書

類
※
詳
し
く
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
2
8
)

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
期
限
も

月
十
五
日
で
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
の
で
、
申
告
は
で
き
る
だ
け
お

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
は
、

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

申
告
書
な
ど
の
提
出
は
、
郵
送
で

も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

税
務
署
で
は
、
申
告
書
提
出
用
の

「
時
間
外
収
受
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
の
申
告
書
な
ど
の

提
出
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
わ
か
り
や

す
い
申
告
書
の
書
き
方
等
を
税
務
署
・

市
役
所
税
務
課
及
び
各
連
絡
所
の
窓

口
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
大
洲
税
務
署
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@

3
1
1
5

軽自動車などの

廃車手続きを忘れずに

軽自動車税は、今年 4月 1日現在での所

有者に課税されます。新たに所有者になっ

た人や所有者でなくなった人などは、早め

に手続きをしてください。

原
動
機
付
自
転
車
(
総
排
気
量
が

百
二
十
五
∞
以
下
)
と
小
型
特
殊
自

動
車
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
税
務
課

へ
、
そ
れ
以
外
の
車
種
に
つ
い
て
は
、

軽
自
動
車
協
会
又
は
陸
運
支
局
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{原
付
な
ど
を
他
人
に
譲
る
場
合
】

新
・

旧
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
印

鑑
を
持
参
の
う
え
、
名
義
変
更
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
が

な
い
と
、
旧
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

{原
付
な
ど
の
車
体
を
変
更
す
る
場

合
}新

し
い
車
体
番
号
を
確
認
の
う
え

車
体
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
が
な
い
と
、
自
賠
責
保

険
の
変
更
が
で
き
ま
せ
ん
。

{
原
付
な
ど
を
廃
車
に
す
る
場
合
}

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
廃
車
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
(
軽
自
動
車
税
に
は
、

月
割
課
税
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

廃
車
の
手
続
き
が
四
月
一
日
を
一
日

で
も
過
ぎ
る
と
、
一
年
分
の
税
金
が

課
税
さ
れ
ま
す
)

{原
付
な
ど
の
所
有
者
が
死
亡
し
た

場
合
}

名
義
変
更
か
、
廃
車
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

{ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
紛
失
又
は

廃
棄
し
た
場
合
}

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
人
が

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
で

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

{転
入

・
転
出
の
場
合
}

転
入
し
た
人
で
、
他
市
町
村
の
ナ

ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
場
合
は
そ

れ
を
持
参
し
、
大
洲
市
の
ナ
ン
バ

ー

プ
レ
ー
ト
を
受
け
取
る
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
こ
の
場
合
、

印
鑑
・

車
名
・
車
体
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
)

転
出
す
る
際
に
は
、
ナ
ン
バ

ー
プ

レ
ー
ト
を
市
へ
返
却
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
盗
難
に
あ

っ
た
場
合
}

ま
ず
、
警
察
へ
盗
難
届
を
提
出
し
、

そ
の
証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、

税
務
課
へ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
軽
自

動
車
税
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

し
V

宮

@
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1
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線
1
2
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固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

四
月
一
日
i
四
月
二
十
日

固
定
資
産
の
課
税
の
も
と
に
な
る

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は
、
例

年
三
月
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
二
年
度
は
評
価
替
え
の
年
に

あ
た
り
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
今
年
は
期
間

を
四
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
日
ま
で

に
変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

平
成
十

一
年
中
に
、
家
屋
の
新
・

増
築
や
取
り
壊
し
を
さ
れ
た
人
、
ま

た
は
土
地
・
家
屋
の
相
続
、
贈
与
、

売
買
な
ど
で
所
有
権
の
変
わ
っ
た
人

は
、
資
産
が
間
違
い
な
く
登
録
さ
れ

て
い
る
か
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
間
中
の

縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
必
ず
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【期
間
】

平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
十
二
年
四
月
二
十
日
ま
で

(
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
縦
覧
で

き
ま
せ
ん
)

【
時
間
】

午
前
八
時
三
十
分
j
午
後
五
時

【場
所
】

V
肱
南

・
久
米
・
肱
北
・

喜
多
及
び

平
地
区
在
住
者
は
市
役
所
税
務
課

V
連
絡
所
管
内
在
住
者
は
各
連
絡
所

V
前
記
の
う
ち
、
納
税
組
合
未
加
入

者
は
市
役
所
税
務
課

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定

資
産
税
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
異
動
の
多
い
時
期
で
す。

転
入
転
出
の
際
に
、
必
要
な
手
続
き
を
怠
る
と
、
国
民
年

金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
大
切
な
権
利
を
失

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

主
な
届
け
出
は
次
の
と
お
り
。
詳

し
く
は
、
市
役
所
各
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
@
2
1
1
1

市

民

課

内
線
1
1
6

O
住
民
登
録

市
民
課
で
転
出
証
明
を
受
け
取
り
、

十
四
日
以
内
に
新
住
所
地
の
市
町
村

役
場
で
転
入
届
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
は
、
異
動
手
続
き
の
際
、
国
民

健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
印
鑑
登
録

印
鑑
登
録
証
を
返
し
、
新
住
所
地

で
新
た
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

O
郵
送
に
よ
る
戸
籍
謄
抄
本

・
住

民
票
の
写
し
の
請
求

戸
籍

・
住
民
票
を
郵
送
で
請
求
す

る
と
き
は
、
手
紙
に
次
の
必
要
事
項

を
明
記
の
う
え
、
返
信
用
の
封
筒
と

切
手
、
規
定
料
金
分
の
郵
便
小
為
替

(
現
金
の
場
合
は
現
金
書
留
に
て
)

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

{必
要
事
項
}

V
戸
籍
H
本
籍
地
、

筆
頭
者
氏
名
、

謄
抄
本
の
別

(抄
本
の
場
合
は

必
要
な
人
の
名
前
)
、
請
求
理

由
、
請
求
者
と
の
関
係
、
請
求

者
の
住
所
、
氏
名

V
住
民
票
H
住
所
、
氏
名
、
請
求

理
由

。
国
民
健
康
保
険
証

一
度
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
母
子
家
庭
、

零
歳
児
、
重
度
心
身
障
害
者
及
び

老
人
保
健
法
に
よ
る
受
給
者
証
も

一
度
返
し
、
新
住
所
地
で
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

O
国
民
年
金

新
住
所
地
で
住
所
変
更
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

水

道

課

内
線
6
0
1

O
水
道

転
出

・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、

事
前
に
水
道
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

学
校
教
育
課

内
線
5
4
1

O
転
学
証
明

小
・

中
学
生
が
い
る
場
合
に
は
、

転
出
・
転
入
に
関
す
る
住
民
登
録
が

済
み
し
だ
い
、
教
育
委
員
会
(
学
校

教
育
課
)
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
転

出
の
場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で
在

学
証
明
書
な
ど
の
書
類
を
受
け
取
り
、

転
出
先
の
小

・
中
学
校
へ
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
児
童
手
当

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

印
鑑
持
参
の
う
え
、
福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

所
得
証
明
の
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
は
、
新
住
所
地
の
福
祉
事

務
所
で
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

O
運
転
免
許
証
な
ど

住
所
変
更
の
手
続
き
は
、
新
住
所

地
の
警
察
署
で
、
ま
た
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
は
、
陸
運
事
務
所
で

登
録
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
先
が
県
内
と
県
外
で
は
手
続
き

が
異
な
り
ま
す
。

O
郵
便
物

最
寄
り
の
郵
便
局
へ
転
居
屈
を
出

し
て
お
く
と
、

一
年
間
は
転
居
先
に

郵
便
物
を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
。

O

そ
の
他

銀
行
へ
の
住
所
変
更
の
届
け
出
や

電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど
の
変
更
や

廃
止
手
続
き
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
、
つ
。

国

民

健

康

保

険

か
ら
お
知
ら
せ

「
介
護
保
険
制
度
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

四
月
か
ら
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
を
社
会
全
体
で
支
え
る
新
た
な
仕

組
み
と
し
て
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
J

に
つ
い
て
は
、
既

に
広
報
お
お
ず
の
『
介
護
保
険
シ
リ
ー

ズ
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、

そ
の
財
源
の

一
部
を
、
現
在
の
国
民

健
康
保
険
税
に
上
乗
せ
し
て
、
ご
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

{
納
付
が
必
要
な
人
}

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人

{
負
担
額
の
お
知
ら
せ
】

平
成
十
二
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
に
お
い

て
、
従
来
の
国

民
健
康
保
険
税
に
加
え
、
介
護
保
険

分
の
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
お
知
ら
せ
の
時
期
は
、
平

成
十
二
年
七
月
の
予
定
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
国
保
係

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

{
お
詫
び
と
訂
正
}
2
月
号
8
ペ
ー

ジ
の

『介
護
保
険
シ
リ
ー
ズ
』
の
下

段
目
行
目
、
四
十
歳
以
上
六
十
歳
以

下
の
人
と
掲
載
い
た
し
ま
し
た
が
、

四
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
の
う
え
、
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

7 
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古
式
ゆ

そか
ま E

始5く
め

号

大
洲
市
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年
(
二

O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

43 第

式

一
月
十
二
日
閥
、
如
法
寺
の
山
門
前
で
僻
出
始
め
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
を

始
め
、
同
専
門
委
員
、
大
洲
小
学
校
六
年
生
ら
約
二
百
人
が

、参
列
し
、
事
業
が
無
事
成
功
す
る
こ
と
を
祈
願
し
ま
し
た
。

企大洲市森林組合の職員らによる「斧入れの儀J
発声役(右上)の合図とともに

工匠(中央)が力強く斧を入れる

「
御
柚
始
め
式
」
と
は
、
伊
勢
神
宮

が
遷
宮
す
る
際
に
行
う
儀
式
で
、
神

殿
の
建
替
え
な
ど
に
必
要
と
な
る
木

材
を
、
初
め
て
切
り
出
す
場
合
に
行

わ
れ
ま
す
。
(
柚
と
は
、
樹
木
を
植

え
つ
け
て
材
木
を
と
る
山
の
こ
と
)

こ
の
た
び
、
大
洲
城
天
守
閣
に
使

用
す
る
木
材
(
ヒ
ノ
キ
)
を
大
洲
藩

主
加
藤
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
如
法
寺

か
ら
大
洲
市
に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
大
洲
城
天

守
閣
の
使
用
木
材
の
調
達
を
お
願
い

し
て
い
る
大
洲
市
森
林
組
合
の
手
で
、

伊
勢
神
宮
に
習
い
「
御
柚
始
め
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

荘
厳
な
雰
囲
気
の
な
か
で
・
:

式
当
日
は
、
如
法
寺
の
山
門
前
に

う
っ
す
ら
と
霧
が
か
か
り
、
厳
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
式
典
が
始
ま
り
ま

し
た
。式

典
で
は
、
政
所
義
之
森
林
組
合

長
が
「
こ
の
た
び
の
御
柏
始
め
式
が

開
催
で
き
る
の
も
、
こ
の
よ
う
に
立

派
な
御
用
木
を
寄
付
い
た
だ
い
た
如

法
寺
様
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
:
・
御
柚
始
め
式

が
次
に
開
催
さ
れ
る
の
は
、
天
守
閣

の
建
替
え
が
必
要
と
な
る
二
百
年
、

三
百
年
先
に
な
る
で
し
ょ
う
。
め
っ

た
に
な
い
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

し
っ
か
り
と
ご
観
覧
く
だ

さ
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
仏
事
が
、
如
法

寺
の
藤
木
琢
磨
住
職
に
よ

り
執
り
行
め
れ
、
参
加
者

の
中
で
、
斧
入
れ

・
鋸
入

れ
を
行
う
代
表
者
が
、
御

用
木
に
焼
香
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
続
い
て
、
桝
田
市

長
、
井
関
和
彦
復
元
委
員

長
ら
九
人
に
加
え
、
大
洲

小
学
校
六
年
生
の
村
上
優

子
さ
ん
ら
六
人
も
そ
れ
ぞ

れ
の
儀
式
に
参
加
し
、
発
'

声
役
が
「
え
い
つ
」
と
威

勢
よ
く
合
図
を
す
る
と
、

そ
れ
に
合
わ
せ
力
強
く
斧

入
れ
・
鋸
入
れ
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
途
中
地
元

の
「
句
を
愛
す
る
会
」
か

ら
ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
舞
わ

れ
、
式
典
を

一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ぱ

b
I
い
よ
最
後
の
儀
式
と
な
る

「
伐
倒
の
儀
」
で
は
、
大
洲
市
森
林

組
合
の
技
術
班
に
よ
り
、
約
二
十
分

聞
か
け
て
御
用
木
が
伐
倒
さ
れ
ま
し

た
。
御
用
木
が
ミ
シ
ミ
シ
と
大
き
な

音
を
立
て
伐
倒
さ
れ
る
と
、
期
せ
ず

し
て
参
加
者
か
ら
盛
大
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。
寄
付
さ
れ
た
御

用
木
は
、
樹
齢
約
二
百
年
、
直
径
七

十
二
叩
、
高
さ
約
三
十

m
の
大
径
木

で
し
た
。

今
回
、
切
り
出
さ
れ
た
御
用
木
は
、

一
月
下
旬
ま
で
葉
枯
ら
し
乾
燥
を
行
っ

た
後
、
天
守
閣
の
柱
材
と
し
て
製
材

・

加
工
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

8 

企大きな音を立てて倒れる御用木

御
用
木
の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
洲
市
で
は
、
天
守
閣
に
使
用
す

る
木
材
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

天
守
閣
に
使
用
す
る
木
材
は
、
ヒ

ノ
キ
に
換
算
す
れ
ば
、
約
千
百
本
必

要
で
す
。
こ
の
う
ち
、
天
守
閣
用
の

柱
材
は
、
約
百
五
十
本
で
、
市
民
手

づ
く
り
の
天
守
閣
の
実
現
の
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
市
内
の
木
材
を
使
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
天

守
閣
に
は
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
マ
ツ

の
三
種
類
の
木
材
を
使
用
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
天
守
閣
に
使
用
で
き
そ

う
な
マ
ツ
は
、
市
内
に
は
あ
ま
り
な

い
た
め
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
を
募
集
対

象
木
材
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
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天
守
閣
の
防
火
面
、
構
造
面
へ
の
配

慮
か
ら
、
燃
え
に
く
く
、
耐
久
性
の

あ
る
、
木
材
の
中
心
部
分
(
赤
身
部

分
)
を
使
用
す
る
た
め
、
直
径
四
十

叩
以
上
の
大
径
木
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
天
守
閣
に
使
用
す
る
木

材
は
、
最
低
二
年
間
の
乾
燥
期
聞
が

必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
平
成
十
四
年
か
ら
の
本

体
工
事
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、

平
成
十
二
年
の
冬
ま
で
に
全
て
の
木

材
を
伐
採
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
寄
木
の
受
け
付
け
は

平
成
十
二
年
の
夏
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
付
し
て
い

た
だ
く
と
、
大
洲
市
森
林
組
合
で
、

木
材
の
評
価
額
を
算
出
し
、
そ
れ
に

応
じ
て
、
寄
付
金
と
同
様
に
記
念
品

を
進
呈
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
評
価
額

が
十
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
銅

版
に
刻
み
顕
彰
し
て
ま
い
り
ま
す
。

御
用
木
の
寄
付
に
対
し
て
詳
し
く

は
、
大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課
、
も

し
く
は
大
洲
市
森
林
組
合
(
宮

@
4

0
3
0
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

式
典
の
な
か
で
斧
入
れ
の
儀
、
鋸
入
れ
の
儀
に
参
加
し

た
大
洲
小
学
校
六
年
生
の
村
上
優
子
さ
ん
、
中
島
絵
里
香

さ
ん
か
ら
感
想
文
ガ
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

大洲小学校 6年 2組

村上優子さん

私
は

一
月
十
二
日
に
御
柏
始
め
式

に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
は
代
表
で
お
の
入
れ
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
お
の
は
重
い
し
、

緊
張
し
ま
し
た
が
、
め
っ
た
に
で
き

...，鋸入れの儀」に参加した大洲小学校 6年生

大洲小学校 6年 1組

中島絵里香さん

私
た
ち
六
年
生
は
、

一
月
十
二
日

に
行
わ
れ
た
御
柚
始
め
式
に
参
加
し

ま
し
た
。

私
は
、
の
こ
入
れ
の
儀
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
大
勢
の
ご
来
賓

の
方
が
見
て
い
る
中
で
す
る
の
は
と

て
も
緊
張
し
、
堂
々
と
で
き
る
か
心

配
だ
っ
た
け
ど
、
「
え
い
っ
、
え
い
っ
、

え
い
つ
」
と
ち
ゃ
ん
と
声
を
出
す
こ

な
い
体
験
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
後
、
本
当
に
木
が

切
ら
れ
た
と
き
は
、
と
て
も
感
動
し

ま
し
た
。

一
本
の
木
を
切
る
の
に
た

く
さ
ん
の
人
が
必
要
だ
な
ん
て
知
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
木
が
大
洲
城
天
守
閣
に
使
わ

れ
る
な
ん
て
不
思
議
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
め
っ
た
に
な
い
式
に

出
ら
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
機
会
が
あ
っ
た
ら
出
て
み

た
い
で
す
。

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
の
後
、
大
洲
城
を
復
元
す
る
と

き
柱
に
な
る
木
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

切
っ
て
い
る
聞
に
、
「
大
洲
城
は
四

階
ま
で
あ
り
、
松
山
城
よ
り
高
か
っ

た
」
と
い
う
説
明
を
聞
き
、
予
想
以

上
に
立
派
な
の
に
驚
き
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
説
明
を
聞
い
て
い
る
間
に
、

木
が
た
お
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
城
復

元
の
た
め
の
、
も
う
二
度
と
な
い
か

も
し
れ
な
い
こ
の
式
に
参
加
で
き
て
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。
は
じ
め
は
、
昔
に
あ
っ
た
城

な
ん
て
・

・と
あ
ま
り
興
味
が
な
か

っ

た
け
ど
、
完
成
予
定
の
四
年
後
、
平

成
十
六
年
が
楽
し
み
に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を

ぐ
ら
し
の
な
か
に
(
四
)

答f教i解f:会f:
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いうの感士知ちり
なな直己~~ 'l'生古詩砧ま
い人慮11 二す
こ 権 が 日匡直2と
と感士態た常2感手、
主覚?度;生主的f人
聾とがじゃ活主にE 権
千司五十f行ミに J おに
Lt 分f動fおか関

今
後
は
、
こ
れ
ら
が
身
に
つ
く
よ
う

て

っ

て

い

つ

よ

な
教
育
・
啓
発
を
徹
底
す
る
よ
う
強

も
と

く
求
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
そ
の
中
の
「
人
権
感
覚
」

と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

に

ん

げ

ん

こ

そ
れ
は
、
人
聞
が
人
間
と
し
て
固

ゅ

う

け

ん

の

じ

た

有
す
る
権
利

(
H
人
権
)
を
、
自
他

き

と
も
に
日
常
レ
ベ
ル
で
気
づ
く
こ
と
、

ぞ
ん
ざ
い
は
し
よ
う

だ
れ
も
が
そ
の
存
在
を
保
障
さ
れ
、

と

わ

ほ

じ

永
遠
に
保
持
し
よ
う
と
す
る
セ
ン
ス
、

じ

っ

せ

ん

う

っ

そ
の
セ
ン
ス
を
実
践
に
移
す
こ
と
だ
、

か
ん
が

と
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

に

が

っ

ね

つ

ま

昨
年
二
月
に
、
寝
た
き
り
の
妻
の

か

い

ご

り

ゅ

う

い

ち

ね

ん

に

ん

き

の

こ

介
護
を
理
由
に
、

一
年
の
任
期
を
残

し
ち
ょ
う
し
ょ
く

じ

に

ん

お

お

わ

し
て
市
長
職
を
辞
任
さ
れ
大
き
な
話

だ

い

た

か

っ

き

し

え

む

ら

ぜ

ん

し

ち

ょ

う

題
と
な
っ
た
高
槻
市
の
江
村
前
市
長

き
ん
ち
ょ

が
、
近
著
「
夫
の
か
わ
り
は
お
り
ま No.257 

人
権
と
同
和
教
育

つ

ぎ

か

へ
ん
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
ま
す
。

わ

た

し

し

ご

と

が

ら

し

き

っ

「
私
は
仕
事
柄
、
視
察
で
ヨ

l
ロ
ツ

か

く

ち

い

パ
各
地
に
行
き
ま
し
た
が
、
そ
の
た

く
に
し
ょ
う
が
い
し
ゃ

び
に
あ
ち
こ
ち
の
国
の
障
害
者
へ
の

た
い
お
う
か
ん
し
ん

-
対
応
に
感
心
す
る
こ
と
が
た
び
た
び

あ
り
ま
し
た
。

い
ち
ば
ん

一
番
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ヤ
ル
ル
・
ド
ゴ

l
ル
空
港

に

ほ

ん

で
す
。
日
本
の
空
港
の
よ
う
に
、
エ

か
い
だ
ん

レ
ベ

1
タ
ー
が
な
く
、
階
段
と
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
だ
け
し
か
付
い
て
い
な

く

る

ま

い

す

ひ

と

か
っ
た
の
で
す
。
車
椅
子
の
人
は
さ

ふ

ベ
ん

お

も

ぞ
か
し
不
便
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
車
椅
子
の
人
が
来
た
ら
、
そ
の

ち
か

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
近
く
に
い
た
人

は

し

ょ

た
ち
五
、
六
人
が
ダ
l
ッ
と
走
り
寄
っ

て
行

っ
て
、
そ
の
車
椅
子
を
ヒ
ユ

ツ

と
か
つ
い
で
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に

の

は

こ

乗
り
、
上
ま
で
運
ん
で
行
き
ま
し
た
。

ふ

つ

う

ふ

う

く

う

ご
く
普
通
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
風
の
空

こ

う

り

ょ

う

し

ゃ

し

ぜ

ん

港
利
用
者
で
す
。
そ
れ
が
ご
く
自
然

だ
っ
た
の
で
す
。

ま

ち

で

イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
町
に
出

て
も
、
駅
で
も
ち
ょ

っ
と
し
た
ビ
ル

み

で
も
、
車
椅
子
の
人
た
ち
を
見
か
け

ま

わ

ち

か

ら

る
と
、
周
り
の
人
た
ち
が
さ

つ
と
力

カ

を
貸
し
て
あ
げ
て
い
ま
し
た
。」

(次
号
に
続
く
)

9 



3月号広報ああず 2000

J、〉

-実施日

・開催地

・コース

伊
予
長
浜

4.9km 
喜

多

灘

下
3.2km 

串
2.6km 5.3km 

伊
予
上
灘

圃砂

11 : 00 

12 : 00 

14 : 00 

15 : 00 

当日のスケジ‘ュール

受付

開会式

出発 上灘駅

休憩・昼食串駅付近

到着(順次) 長浜駅

閉会式

帰路(随時)町内散策

08 : 00 

09 : 00 

-砂

-参加要領

当日、上灘駅で受け付けします。

(参加記念品配布)

保険料 (100円)のみご負担いただきます0

・その他
※けが等の場合、傷害保険の加入範囲内及び応急処置以外

の責任は負いません。

※お弁当をご持参ください。

※駐車場はありません。

JRをご利用ください。(ただし、普通運賓必要)

お問い合わせは

ー令
灘

ー砂

10 

猛
威
を
&
る
う
結
核

ft (089)945-2625 

〈
厚
生
省
が

「
結
核
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
表
〉

日
本
で
年
間
約
四
万
人
が
発
病

約
三
千
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す

日
本
で
は
、
減
少
し
続
け
て
い
た

新
規
発
生
結
核
患
者
数
が
一
九
九
七

年
、
三
十
八
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
関
や
学

校
に
お
け
る
集
団
感
染
も
急
増
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
七
月
厚

生
省
は
「
結
核
緊
急
事
態
宣
言
」
を

発
表
し
、
行
政
担
当
者
や
医
療
関
係

者
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
結
核
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

理
解
し
、
結
核
を
過
去
の
病
気
と
し

て
と
ら
え
る
の
を
改
め
、
結
核
の
克

服
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

おかぜ吋宥ー/。
く定義像憾;:な:求:会〉

あなたも一緒に歩きませんか/
地域振興と予讃線活性化及び鉄道への理解を深めていただくため、予讃

線(海岸田り線)の駅及び旧道を利用してウオーキンク、大会を開催します。

平成12年 3月26日(日)

予讃線伊予上灘駅から伊予長浜駅間の各駅及び旧道

全行程16km 徒歩約4.5時間

JR松山駅

せ
き
が
二
週
間
以
上
続
い

た
ら
医
療
機
関
で
受
診
を

結
核
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
事
で
す
。
薬
を
き
ち
ん
と
飲
め

ば
治
る
病
気
で
す
。
必
要
以
上
に
恐

れ
た
り
、
心
配
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
せ
き
が
二
週
間
以

上
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
風
邪
だ
と

決
め
つ
け
な
い
で
医
療
機
関
で
受
診

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
情
報
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

厚
生
省
宮
苦
¥
¥
巧
者
巧
-BFJ司

m
O
]同
〕

結
核
研
究
所宮

苦
一
¥
¥
巧
巧
巧

-
E
E・
2

]

同

)

(
財
)
結
核
予
防
会

宮

0
3
3
2
9
2
1
9
2
1
1

結
核
菌
(
写
真
/
結
核
研
究
所
)

三
月
二
十
四
日
は
世
界
結
核
デ
l
で
す



十日えびす祭

信
商売繁盛 ・家内安全などを祈願する大洲神社恒例の十日えび

す祭ガ開催され、大勢の参拝客でにぎわいました。お参りを済ま
せた参拝客は、福にあや力、ろうと縁起笹や福くま手を次々に買い
求めていました。(もちまきや鯛まさも好評でした)

守を

3月号広報ああず 2000

q三〉 11)を込めて力強く

新春書き初め会ガ喜多小学校で開力、れました。市内の小学校 3年

生~中学校 3年生約370人ガ参加、 I正見」や坪祉など学年ごと

に決められた課題文字に挑戦しました。

¥!i) 年の初めに体力チェック/

健康を祈願しながら神社を巡る七草ガゆ歩こう会ガ行われました。
約6キロの行程を元気に歩ければ、今年も大丈夫!と毎年参加して
いる人も。歩き終えた参加者は、できたての七草ガゆで体を温めました。

2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
0
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
5
 

新成人の門出を祝って守主ら

古式泳法 f神伝主馬涜U怠どを披露する寒中水泳大会ガ行われ、
3歳から70歳までの約90人ガ初泳ぎしました。また立ち泳きで『羽成
人の日』と筆を走らせる水書なども行われ、集まった見物客から盛ん
に拍手ガ送られていました。

ミ~

柳沢小学校の5・6年生14人ガ、自分たちの育てたケナつを使っ
て紙すきを行いました。哩媛ケナフの金jの山本優さんが指導。か
わいらしい押し花入りのケナフペパか.出来上か.りました。

11 



3月号広報おおず 2000

I~保健センター働側

いきいき

Lite! 
あなたの健康を

サポートします

/大洲保健所合@3165~ 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
3
月
7
日

ω
平
成
日
年
目
月
生
※

0
3
月
U
日

ω
平
成
四
年
8
月
生

0
3
月
辺
日
同
平
成

9
年

2
月
生

受

付

時

間

日

時
j
日
時
叩
分

持
参
品
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
}

0
3
月

6
日
開
平
成
日
年
5
月
生

受
付
時
間

9
時
加
分

1
叩
時

持
参
品
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談

・
栄
養
相
談
】

0
3
月
幻
日
開

相
談
時
間
叩
時
1
ロ
時
、
日
時
i
日
時

持
参
品
健
康
手
帳
(
予
約
制
)

大
洲
保
健
所

い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

【
難
病
医
療
相
談】

O
第

3
火
曜
日

日
時
j
日
時

l日曜・祝祭日の当番医|

3月5日 久保医院(新谷)

(日)包 25 -0 1 5 8 

3月12日 肱川医院(菅田)

(日) ft25-2915 

3月19日 三瀬医院(八多喜)

(日) ft26-0003 

3月20日 城戸限医院(末広町)

(月) ft24-3008 

3月26日 藤本外医院(中町)

(日) ft24-231 0 

| 救急当番病院 | 
曜日によって救急当番病院は変わり

ます。昼間 夜間の急患など、ご栢談

は、その日の当番病院まで。

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 
加戸病院(若宮)

ft24-5101 
大洲中央病院(東大洲)

告 24-4551

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
]

O
第

3
金
曜
日

目

時

j
日
時

【
工
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

j
ロ
時

{
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

0
3
月
日
日
同
日
時
j

m
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

日

木~日曜日

曜7}く

0
3
月
2
日
嗣

市
立
大
洲
病
院
日
時

j
u時

J
A
大

洲

日

時

叩

分
j

H
時
加
分

デ
イ
ツ
ク
大
洲
庖
日
時
j

m
時
却
分

0
3
月
げ
臼
樹

ア
イ
テ
ッ
ク
冨
土
工
場
日
時

1
ロ
時

大
洲
中
央
病
院日

時
叩
分
j

m
時
泊
分

…

J

予
防
嬢
種
は
お
済
み
で
す
か
?

5
小
学
校
入
学
を
前
に
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

5

生
後
卯
カ
月

(
7
歳
半
)
ま
で
に
、
接
種
年
齢
は
、
ツ
反
・

B
C
G
に
つ
一

一
摂
取
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
予
防
い
て
は
、
必
カ
月
ま
で
で
す
。
乳
幼
児

一

一
接
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

期
に
接
種
し
て
基
礎
免
疫
を
つ
け
て
お
一

か
な
け
れ
ば
、
小
学
校
で
接
種
し
て
も
一

十
分
な
免
疫
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

一

個
別
接
種
は
、
大
洲
市
の
指
定
医
療
機
一

関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
ヤ
イ
ル
ド
ノ

1
ト
の
中
に
あ
る
予
一

防
接
種
券
と
予
防
接
種
予
診
票
が
必
要
一

で
す
。
必
要
な
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
-
一

各
連
絡
所
ま
で
母
子
健
康
手
帳
を
持
つ
一

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
平
成
ロ
年
度
よ
一

り
、
風
疹
の
予
防
接
種
は
小
学
校
で
は
一

実
施
し
ま
せ
ん
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
一

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
連
絡
所
ま
で
。
…

ツ ポ

本脳炎日

風
麻疹

接予防
反 1) 疹 破傷 ジ 百 種

オ
風 テフ 咳日 混合B 

C 1) 種名
G ア

追加 初回 追加 初回 接
種

2 I 1 2 1 11 1 3 回
回 回 回目 回 回 四回 数

種接集団
接

個別 方法
種

三
月
新
刊
案
内

子
ど
も
が
み
つ
け
た
本
鶴
見
俊
輔
他
著

2
0
0
1
メ
デ
ィ
ア
革
命
温
世
仁
著

だ
か
ら
ど
う
し
た
本
の
虫
安
原
顕
著

仕

事

の

達

人

新

井

喜

美

夫

著

ま
ま
子
実
の
子
河
童
ン
家
風
間
茂
子
著

小

夜

子

へ

川

口

幹

夫

著

娘

は

宇

宙

飛

行

士

浦

野

友

子

著

マ

ヤ

終

駕

土

方

美

雄

著

絶

景

冬

列

車

の

旅

楼

井

寛

著

古
都
の
老
舗
を
訪
ね
る実

業
之
日
本
社
編

め
ぐ
み
、
お
母
さ
ん
が
き
っ
と
助
け
て

あ

げ

る

横

田

早

紀

江

著

杉
村
富
生
の
儲
か
る
株
式
投
資

杉
村
富
生
著

介

護

保

険

と

人

権

加

藤

薗

子

著

「
学
校
崩
壊
」
を
斬
る
青
砥
恭
著

女

性

の

年

金

村

上

貴

美

子

著

セ
ク
ハ
ラ
こ
れ
が
正
し
い
対
応
で
す

白
井
久
明
ほ
か
著

寺
田
公
明
著

渡

辺

正

著

女
の
脳
と
男
の
脳

朝
食
有
害
説

化
学
物
質
ウ
ラ
の
裏

J
-
エ
ム
ズ
リ
1
著

江

戸

前

ず

し

の

悦

楽

早

川

光

著

台
湾
茶
の
楽
し
み
方
と
お
い
し
い
料
理

楊

品

喰

著

手
づ
く
り
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

石
橋
弘
え
り
子
著

長
山
淳
哉
著

胎
児
か
ら
の
警
告

男
子
、
厨
房
に
立
つ
ノ

日
経
事
業
出
版
社
編

交
通
事
故
の
法
律
相
談
加
藤
了
著

ナ
チ
ユ
ラ
ル
ド
ッ
グ
ケ
ア

坂
田
郁
夫
・
光
子
監
修

増
田
欣
子
著

八
千
草
薫
著

画
歴
の
山
々

優
し
い
時
間

12 

臼
本
人
の
た
め
の
基
礎
日
本
語

田
中
好
三
著

超
簡
単
手
紙
・
は
が
き
写
し
書
き
事
典

中

川

越

著

傍

り

か

か

ら

ず

茨

木

の

り

子

著

大
好
き
な
あ
な
た
の
た
め
に
宗
方
玲
著

幼

年

時

代

江

藤

淳

著

極

悪

天

使

広

山

義

慶

著

処

刑

列

車

大

石

圭

著

異

形

者

団

鬼

六

著

熱

き

血

の

誇

り

逢

坂

剛

著

お
や
す
み
、
夢
な
き
子
赤
川
次
郎
著

春

雷

伊

集

院

静

著

快

楽

の

樹

立

松

和

平

著

謝

絶

体

山

崎

光

夫

著

暗

黒

の

挽

歌

勝

目

梓

著

後

家

長

屋

阿

部

牧

郎

著

銀

山

仕

置

帳

高

橋

義

夫

著

夜

を

待

ち

な

が

ら

北

方

謙

三

著

女
龍
王
神
功
皇
后
上
・
下
黒
岩
重
吾
著

シ
エ
ラ
ザ
1
ド
上
・
下
浅
田
次
郎
著

遁
げ
ろ
家
康
上
・
下
池
宮
彰
一
郎
著

埋

も

れ

火

北

原

亜

以

子

著

ア

メ

リ

カ

彦

蔵

吉

村

昭

著

却

年

の

物

語

岸

恵

子

著

の

ち

の

思

い

に

辻

邦

生

一

著

人

生

の

目

的

五

木

寛

之

著

盗
ま
れ
た
夢

A
・
マ
リ
l
ニ
ナ
著

グ
ラ
ツ
イ
ア
・
デ
イ
・
ロ
ツ
シ
の
秘
密

上
・
下

J
-
パ
l
ク
著

沈
黙

R
-
B
・パ

l
カ
1
著

三
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

古
文
書
解
読
講
座

「大
洲
藩
君
命
録
」
に
つ
い
て

講
師

芳
我
一
章
先
生

日
時

3
月
担
日
附

(
9
m
j
u--m) 

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

.
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
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ダ設 備

fi25-4107 

塚鉄工所

fi25-0300 

興産

台 25-0211

南設備

fi25-4684 

央建設(掬

fi24-3556 

久 保鉄工所

fi26-0537 

(有)神田 鉄工所

fi24-4122 

惰)菊地浄化槽センター

fi24-0013 

戸電業社

fi25-2944 

浦建設(槻

fi25-5335 

附土居鉄工所

合 24 -4 5 1 9 

設備

fi24-0783 

備)南予水道住設

fi25-1350 

佐藤水 道 庖

合 24 -4 4 1 0 

惰)星 加水道設備

fi26-0020 

甲 建設側

fi24-5914 

森設備

fi25-4023 

滝田商庖

fi25-0901 

親
業
1
日
講
座

目
λ

を
開
催

子
育
て
+
:
一
一
臥

子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
子
ど
も
の
心
が
見
え
に
く
か
っ

た
り
、
サ
イ
ン
に
気
づ
か
な
か
っ
た
り
:
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
か
ら
の
発
信
を
し
っ
か
り

と
親
が
受
け
と
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
心
を
知
る
に
は
つ
子
ど
も

が
受
け
入
れ
て
く
れ
る
親
の
話
し
方
と

は
。
親
子
の
対
立
を
解
く
た
め
に
は
ど

う
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
学

や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
実
例
な
ど
を
も
と

に

一
日
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

{目
時
】
3
月
四
日
出

日
時
加
分
j

m
時
叩
分

【
場
所
}
大
洲
市
東
大
洲

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
4
F

{
受
講
料
・
相
談
料
}
無
料

【
担
当
]
親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
林
茂
代
(
親
業
シ
ニ
ア
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
-
日
赤
小

児
科
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)

※
詳
し
く
は
、
親
・
お
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
怨

@
4
8
6
2
(
河
内
)
、

8
@
2
4

0
6
(
山
崎
)
ま
で
。

田

クオ

西

(有)

大

(槻

3月4日出

3月 5日(日)

主
任
児
童
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
主
任
児
童
委
員
の

改
選
に
よ
り
、
平
成
四
年
l
月
1
日
付

け
で
次
の

3
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

主
任
児
童
委
員
は
、
各
担
当
地
域
に

お
い
て
児
童
・
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
す

る
相
談

・
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

O
氏
名
中
野
麗
子

住
所
平
野
町
平
地
四
八
七
l
二

電

話

包

@
6
5
7
5

担
当
地
区
平
野
地
区

O
氏
名
永
見
節
子

住

所

森

山
甲
七
一
七
一

電

話

公

@
0
6
6
4

担

当

地

区

大
川
地
区

O
氏
名
角
田
純
恵

住
所
田
処
甲
一
七
二
九

電

話

公

@
3
6
5
3

担
当
地
区
柳
沢
地
区

な
お
、
今
回
委
嘱
さ
れ
た
委
員
の
任

期
は
平
成
日
年
日
月
初
日
ま
で
で
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
と

お
茶
会
の
お
知
ら
せ

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
洲
で
は
、

神

中3月11日仕)

3月12日(日)

第

4
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
!
と
お
茶
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
平
成
ロ
年
3
月
初
日
同

日
時
か
ら
同
時
ま
で

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館

{
内
容
}

・
お
茶
会

(
2
階
会
議
室
)

・
バ
ザ
l
(
各
階
)

-
大
洲
市
商
庖
会
有
志
に
よ
る
販
売

.
掘
り
出
し
市

・
手
作
り
作
品
の
展
示
販
売

『
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
中
f

5
月
ロ
日
は

「看
護
の
日
」
で
す
。

こ
の
日
を
含
む

1
週
間
を
看
護
週
間
と

し
て
、
全
国
で
多
彩
な
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

制
愛
媛
看
護
協
会
で
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
(
一
日
看

護
体
験
)
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
将
来
、
看
護
婦
に
な
り
た
い

学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
の
介

護
に
役
立
て
た
い
人
、
病
院
の
こ
と
を

知
り
た
い
人
や
日
ご
ろ
看
護
と
は
無
縁

の
生
活
を
送
っ
て
い
る
O
L
、
主
婦
、

ノサア

城

松

(有)

3月18日(土j

3月19日(日)

3月20日(月)

男
性
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{
実
施
日
/
施
設
/
募
集
人
数
】

0
5
月
9
日
・
日
日
・

日
日
/
喜
多
医

師
会
病
院
(
大
洲
市
)
/
各
3
名

0
5
月
日
日
/
岡
青
峰
会
真
網
代
く

じ
ら
病
院
(
八
幡
浜
市
)

・
市
立
八

幡
浜
総
合
病
院
/
各
叩
名

(
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

{
申
込
方
法
}
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、

職
業

(
学
生
は
学
校
・
学
年
)
、
電
話
番
号
、

希
望
病
院
名
、
洋
服
の
サ
イ
ズ
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

{
募
集
期
限
]
4
月
7
日
幽

{
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
}

干

7
9
0
1
0
8
4
3

松
山
市
道
後
町
2
l
u
l
u

間
愛
媛
看
護
協
会
内
愛
媛
県
ナ

l
ス

セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
-9
2
4

6
8
4
8

...... ...→ー、
四 3大 2 ----，パ(JJ
万月洲 月 木 ッ(f)
+ 3市 15綿チ元三
窯 日 文日あワ 三

幽 化 (;k)そ|ずR
春 1協 j び ク，I'ai
の 3会 3 '--キ竿~
彩月い月 ル.EL
り 5 け 1 卜命主
「日ば。日 呪
ガ (日)な 休) 仁一
| 展 案

ご内

上

{恵

3月25日出

3月26日(日)

春
の
行
楽
期

火
の
取
り
扱
い
に
ご
用
心
f

ポ
ッ
ト
」
展

3
月
7
日
閃

1
3
月
ロ
自
国

V
キ
ル
卜
サ
ー
ク
ル
「
も
め
ん
の
会
」

作
品
展

3
月
H
目
別
1
3
月
初
日
開

V
窪
寺
敬
三
郎
作
陶
展

3
月
ロ
日
同

1
3
月
出
日
回

V

「
写
俳

・
俳
函
」
作
品
展

3
月
お
日
ω
j
4
月
9
日
間

※
展
示
時
間
四
時
j

u
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

O
前
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
2

/
日
j

3
/
l
の

「か
ず
ら
箆
愛
好
会
作
品
展
」

は
都
合
に
よ
り
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

13 
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内
中目 談 内 寛t子三τr言 日 時 など 場所など 問 い合わせ先

交通事故相談 3 月 8 日制/10時~ 1 5時 市役所 3階会議室 総務財政課父通安全係

(愛握 県) 3 月 2 1 日ω/10時~ 1 5時 市役所2階会議室 8⑪ 2 1 1 1 (内線 32 3 ) 

人 権 相 談 3 月 1 5日制/10時~ 1 5時 大川公民館
急ぐときは法務局企@4155 

(法務 省) 3 月 1 7日働/10時~ 1 5時 市役所 3階会議室

~j 政 ヰ目 談
3 月 1 8日∞/ 9 時~12日寺 市民会館会議室 急ぐときは含⑮42 9 4 (辻)

(総務庁)

市民法律相談 3 月 1 8目白/10時~ 1 6時 市民会館会議室
※予約が必要。総務財政課行政係

ft@2 1 1 1 (内線 32 8 ) 

社会保険相談
3 月 6 日伺)/ 1 0時~ 1 6時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

3 月 22日制/10時~16時 ft089・925. 5 1 0 5 
不動産無料相談 3 月 15日制/9 時~1 6時 宅建協会大洲支部 備)上田喜六不動産会@4452

i一般相談 毎週月・水 ・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日
(総合福祉センターl階)

社会福祉協議会 ft@0313 

相 談 介護相談 毎週木曜日

|電話相談 1 0時~ 1 2時、 1 3日寺~ 1 6時 (直通)ft@5 6 2 9 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 8⑪ 2 1 1 1 (内線 172)

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft@6100 
何 で も 相 談 大洲福祉会館 2⑮o 9 4 7 
青少年相談電話 毎日の執務時間中 合⑪7830 青少年センター

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 合@1414 国J.L大洲青年の家

案とー~‘

tー談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

翁
襲
。
間
愛
鰍
溺
@
会
商
幽

明
治
末
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
全
盛
を
き
わ
め
た
大
洲
地

方
の
養
蚕

・
製
糸
業
。
大
洲
の
生
糸
は
「
伊
予
生
糸
」
と
呼
ば
れ
、

皇
室
御
用
達
と
な
る
な
ど
品
質
の
良
さ
で
全
国
に
知
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
蚕
糸
業
が
大
洲
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

朝
六
時
の
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
サ
イ
レ
ン
で
流
れ
る
文
部
省
唱
歌

「
田
舎
の
四
季
」
の
メ
ロ
デ
ィ
o

v
て
の
歌
詞
に

「
:
・吹
く
や
春
風

た
も
と
も
軽
く
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
桑
つ
む
乙
女

日
ま
し
日
ま

し
に
春
蚕
も
ふ
と
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
堀
湾
問
助
問
が
大

洲
地
方
の
盛
ん
な
養
蚕
の
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
だ
そ
う
で
す
。

14 

大洲市内の交通事故

1月末現在 昨年同期

件 数 2 1 2 1 

2 8 3 2 

死者 。 。
)内は対前月比シ

市民の動き

平成12年 1月31日現在

39，388人(+21) 出生 41人 (+9) 

18，783人 (+ 15) 死亡 33人 (-12) 

20，605人(+6) 

14，377世帯(+6) 

人口

男

女

同世帯数

国民健康保険税
6期

納期は 3月31日です

今月の納税は
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